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校長 江戸谷 智章 
 「猿の惑星」という映画をご存じでしょうか。この映画は１９６８年に第一作が上映されてか
ら、これまで９作品が世に出ているとのことで、テレビやＤＶＤ等でもご覧になったという人も
少なくないと思います。作りものだと頭では理解していながらも、とてもリアリティーがあって
人間の愚かさや傲慢（ごうまん）さといったものも描かれていて、と
ても見応えのある映画だったと記憶をしています。 
 ところでみなさんは、猿と人間とではどちらが優れていると思いま
すか。言うまでもなく、３倍もの大きな脳を持つ人間の方がはるかに
優れていると、誰しも思うところではないでしょうか。     
先日、人間の進化を研究している京都大学高等研究院特別教授であ

る松沢哲郎博士が、チンパンジーと人間の知的能力について、とても
興味深い実験をしていることを知りました。 
 ４歳のチンパンジー（人間でいうと６歳程度）に、１から９までの
数字を小さい順に並べることができるように事前に教えこんでおきま
す（すでにこの時点で驚きです）。その後、バラバラに並べられた９枚の数字カードを、そのチ
ンパンジーにほんの一瞬だけ（１秒程度）見せて、どの数字にどの場所があったのかを当てさせ
るというものです。さてみなさんだったら、９つの数字カードがどこにあったか再現できるでし
ょうか。なんとそのチンパンジーは、悩むことなく、１から９までの数字がどこにあったのか、
それも数字の小さい順に瞬時に再現することができたというのです。 
私たちはともすると、人間があらゆる動物の中で能力的に一番優れていると思いがちですが、

こと瞬間的な記憶力においていうと、チンパンジーの方がはるかに優れているようです。 
 松沢博士は、チンパンジーが人間よりはるかに上回る瞬間的な記憶力を身につけた理由を次の
ように説明しています。『チンパンジーは敵からいち早く逃げる時などに、木の枝から枝へとす
ばやく移動をしなくてはなりません。その時、いちいち立ち止まって、「この枝は安全だ」、「こ
の枝は折れそうだ」などと、飛び移る先の枝の状態をじっくり観察しているようでは、自分の生
命が危険にさらされてしまいます。チンパンジーはまさに、自分の身を守るために、周囲の状況
を一瞬で見極める能力を身につけていった』と説明しています。 

 では逆に、人間はチンパンジーにはない、どんな能力を身につ
けてきたのでしょうか。松沢博士は言います。『人間の特徴は「想
像する」ということです。チンパンジーは未来を想像しないから
絶望はしませんが、人間は容易に絶望する。けれど、絶望するの
と同じ能力の「未来を想像する力」があるから、人間は希望をも
つことができる。私たちは必ず死にます。けれど、自暴自棄にな
らず、「毎日をよりよく生きよう」と思えるのが人間で、そう思
い、希望をもつことで進化してきたのです』と。またさらに、『人 

数字を学習するチンパンジー（注） 間が生き残ってきたのは、人を思いやる、慈（いつく）しむ、分
かち合うことができ、未来に希望を持てる知性があるからだ』とも言っています。 
 けれどどうでしょう。多くの動物が敵を威嚇（いかく）するために持っている犬歯（牙）が、
進化とともに人間だけが小さくなったように、せっかく人間だけが手に入れた、自分以外の誰か
のために汗を流し、未来や希望を失わずに励まし合えるこのすばらしい能力を、この先使わずに
いるようなことになったとしたら、何百万年後の人間は、もしかしたら猿に支配されてしまって
いるかも・・・と勝手に空想している私です。 

令和2年7月1日 

第１７２号 

「人間らしさ」とは 



■新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」（厚生労働省ＨＰから一部抜粋） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 

学校も通常登校が再開され、３週間ほどが過ぎました。徐々に日常が戻りつつある中ですが、 

残念ながら新型コロナウィルスが身の回りから消滅したわけではありません。 

厚生労働省から「新しい生活様式」について整理されていることはご存知のことと思います。

紙面の関係ですべては掲載できませんが、あらためて、自分自身を守り、身の回りの人も守って

いくために、あらためて意識していきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      下記の日程につきましては、今後変更が予想されます。ご了承ください。 

７月                       ８月  

３日（月）～６日（木）午前のみ 

      学期末保護者三者面談 

      面談の前後に聴力検査（１・３年） 

７日（金）１学期終業式 

     ※１学期の通知表は9/30に配付 

８日（土）～２３日（日）夏期休業 

      ※１２日～１５日 学校閉庁日 

２４日（月）２学期始業式 

２５日（火）～２８日（金） 

      １学期分定期試験 

２８日（金）尿検査 

１日（水）ＰＴＡ実行委員会 

     ときわぎ学級保護者会 

   身体測定（３－５・６）   

 ２日（木）身体測定（３－７）         

 ８日（水）１年生保護者会 

１０日（金）２年生保護者会 

２３日（木）海の日 

２４日（金）スポーツの日 

３０日（木）お弁当の用意をお願いします 

３１日（金）お弁当の用意をお願いします 

※授業日が延長されたため、ご面倒をおかけしますが、     

３０・３１日はお弁当の用意をお願いします。 

７・８月の主な日程 
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